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作成日 2025  年 7 月 27 日  

（最終更新日 2025  年 7 月 27 日） 

「情報公開文書」（Webページ掲載用） 

                  

課題名： 

術後放射線化学療法を実施した膠芽腫おける治療開始後海馬萎縮についての検討。 
 

１． 研究の対象 
2022 年 1 月～2024 年 12 月に当院で手術後に放射線化学療法を実施した膠芽腫患者のうち、術

前・術後 MRI で海馬体積の測定が可能な患者さん 
 

２．研究期間 
研究機関の長による研究実施許可後 ～ 2028 年 3 月 31 日まで 

 

３．試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 
当院で試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の通

りです。 

利用開始(予定)日： 2025 年 11 月 1日 

  

４．研究目的 
膠芽腫の放射線化学療法後に生じうる海馬萎縮の原因として腫瘍因子、放射線治療、化学療法

が挙げられますが一般的に後開始 1 年前後で出現するといわれてます。全脳照射では治療開始

直後から海馬容積が減少する報告もありますが、近年は萎縮を回避するため強度変調放射線治

療（IMRT）が施行されています。しかし海馬萎縮をきたす症例の一部では IMRT による後療法を

実施しているにも関わらず開始直後から急速に萎縮の進行をきたすことがあります。今回の研究は

術後放射線療法後を実施した膠芽腫を対象に、術後後療法の治療強度を弱める必要のある集団

と関連のある因子を検索することが目的です。 
 

５．研究方法 
電子カルテより対象となる患者様の情報を収集しその結果を解析します。海馬体積は MRI 画像の

情報を基に画像解析ソフト iPlan（会社名：BrainLab）を用います。 

 

６．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢、性別、利き手、病側（右、左）、Karnofsky Performance Status（KPS）、Mini Mental 
State Examination（MMSE）、病変部位、摘出率、残存病変ないしは摘出腔、腫瘍周辺浮腫領

域の再発有無、海馬体積（左・右・両側）、脳実質全体の体積における海馬体積（左・右・両側）

の割合、放射線照射線量（Gy）、海馬に対する照射線量(Gy)、化学療法(テモゾロミド(TMZ)、ベ

バシズマブ(BEV))の投与量、脳血管障害や水頭症、認知症の既往歴、抗てんかん薬や認知症

治療薬など。 試料は用いません。 

 

７．外部への試料・情報の提供 

該当なし 
 

８．外国にある者に対して試料・情報の提供する場合 

外国への提供なし 
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９．研究組織 

筑波大学附属病院 研究責任者 石川栄一 

筑波大学附属病院 三木俊一郎 

筑波大学附属病院 荒木孝太 

筑波大学附属病院 北山善之 

 

１０．利益相反（企業等との利害関係）について 
利益相反はありません 

 

１１．本研究への参加を希望されない場合 
患者さんやご家族（ご遺族）が本研究への参加を希望されず、試料・情報の利用又は提供

の停止を希望される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結果が公

表されている場合など、ご希望に添えない場合もございます。 

 

１２．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  当院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

   

担当者の所属・氏名：筑波大学附属病院脳神経外科 三木俊一郎  

住所 ：茨城県つくば市天久保 2-1-1 

連絡先：029-853-3220  対応時間（平日 8時半から 17時 15分） 

当院の研究責任者：石川栄一 

 

 


